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１ 報告事項 

（１）大府市の犯罪発生状況について 

東海警察署生活安全係 福田 悠子 氏 

 

 愛知県内では、令和６年中に５１，０２５件の刑法犯を認知し、昨年と比較して   

４，０００件以上増加し、前年比９％の増加であった。 

 東海市と大府市を管轄している東海警察署管内については、全体では令和６年中に 

１，０７５件の刑法犯を認知し、昨年と比較して１５６件増加し、前年比１７％の増加

であった。県の増加率９％と比較して、高い増加率であった。 

東海警察署の犯罪が増加した理由は、東海市が大幅に増加したことが要因である。な

かでも、自動車盗、自転車盗、特殊詐欺、部品ねらい、万引きなどが増加した。大府市

の状況は、令和６年中に４１１件の刑法犯を認知し、前年比２０件の減少であった。内

訳だが、侵入盗は２７件で、前年比１８件の減少となった。自動車関連窃盗は、自動車

盗が１３件で、昨年と同じ件数であった。被害多発車種である、プラドを含むランクル、

アルファード、レクサス、プリウスなどが多く盗まれた。部品ねらいは２９件で、前年

比１１件の大幅な増加となった。昨年２月、車のナンバープレートが集中して窃取され

たことが要因の一つになっている。 

最後に特殊詐欺ついて、東海警察署管内では、令和６年中に６１件認知した。そのう

ち、大府市は１９件で前年比４件の減少となった。しかし、被害金額が約１億３，７０



０万円となり、大幅に増加している。被害件数１９件で１億３，７００万円という被害

金額は、残念ながら県下ワースト１であった。 

 特殊詐欺で一番多かった手口は、オレオレ詐欺で、警察官騙りや、昔からある息子を

騙って「女性を妊娠させてしまった。和解金が必要。」という被害もあった。 

 今年に入ってからも、すでに特殊詐欺の被害は発生している。犯人と会話をしない対

策として、「在宅時も留守番電話設定にすること」「プラスから始まる国際電話からの詐

欺電話も多いため、国際電話の利用休止の申込みの推奨」「防犯対策機能付き電話機の

推奨」など、引き続き広報啓発活動を進めていきたい。 

 

（２）令和６年度大府市犯罪のないまちづくり事業進捗状況について 

事務局より概要を説明。 

  

（委員）      市が設置する防犯カメラに、おぶちゃんのイラスト付き表示ステッカー 

を活用しているとあるが、市内にある販売店等でも使用できるか。 

 

（事務局）  市の公共施設において使用しており、一般向けに配布していない。 

 

（委員）     公共施設以外にも活用できると良いと思う。 

 

（事務局）  おぶちゃんのイラスト付き表示ステッカーではないが、各地区では、看

板のようなもので「防犯カメラ設置中」と表示している。  

 

２ 協議事項 

令和７年度大府市犯罪のないまちづくり事業計画書（案）について 

  事務局から概要を説明。 

 

（委員）     地域安全推進員による見守り立哨活動を毎月１週間実施しているとある

が、決まった週で実施しているのか。また、立哨活動中に大きな事故が

発生したことはあるか。 

 

（事務局）  毎月１週間の見守り立哨活動は、何週目と決めていないが、年度初めや

長期の休み明けなど、効果的なタイミングで実施をしている。立哨中の

事故は今のところ報告はない。今後も引き続き児童の安全を確保できる

よう立哨活動を実施していく。 

 

（委員）     防犯カメラの設置状況について、大府市は近隣市町と比較して多くの防

犯カメラを設置していると説明を受けたが、比較した近隣市町はどこか。

設置台数についても、現在の台数が妥当であると考えるか。 

 

（事務局）  比較対象は県内の全市町村で、令和５年度の調査では、防犯カメラの設

置台数は、県内の全市町村の中で１０番以内であった。設置については、

県内の状況を踏まえて、計画的に進めているものと考える。 

 

 

 



（委員）     大府市は道路状況がよいため、犯罪が起きやすい状況にある。安心安全

を市民に享受できるよう防犯カメラの設置をさらに推進してほしい。 

 

（事務局）  自治区や自治会などの自主防犯団体を対象とする防犯カメラの購入費 

補助する制度がある。補助制度も活用してもらい、設置を推進していく。 

 

（委員）     おおぶ防犯ボランティア養成講座について、全４回の内容を教えてほし

い。２２名の参加は少ないと感じるが、どれくらいの人数を目指してい

るのか。 

 

（事務局）  １回目が防犯活動の基礎や心構えという内容での講義、２回目が実際に

地域にでての防犯診断、３回目が防犯活動専門チーム「のぞみ」による

特殊詐欺寸劇、４回目が警察官同乗による防犯パトロールという内容に

なっている。受講した２２名には警察と連携し実践的な防犯対策を学ん

でもらっている。具体的な受講人数の目標設定はしていないが、引き続

き、学んだ内容を地域に活かしてもらえる人材を育成していきたい。 

 

（委員）     おおぶ防犯ボランティア養成講座の受講者は、一般の方か、それとも自

治区などの自主防犯団体を対象としているのか教えてほしい。 

 

（事務局）  一般の方や年代を問わず幅広く募集をしており、自治区でも呼びかけて

いただいている。 

 

（委員）   市が設置している防犯カメラ以外の設置状況についても、知っておく 

必要があるのではないか。 

 

（事務局）  現状としては、市が管理する防犯カメラ以外の設置状況については把握

していない。 

 

（委員）   安心安全を守るうえで、行政の力だけでは限界はある。市内の防犯カメ

ラの設置状況も可能であれば把握すると良いと思う。 

 

（事務局）  防犯カメラも防犯対策として必要と考えるが、自己防衛に努めていただ

けるよう防犯対策用具の補助制度を設けている。防犯砂利や防犯フィル

ム、常時録画のドライブレコーダーも補助制度の対象としている。行政

と市民が互いに防犯対策に力をいれていくことで、安心安全なまちづく

りにつながると考えている。 

 

３ 防犯対策事例の紹介 

   日本大学 教授 田中 賢 氏 

 

大府市の犯罪のないまちづくり基本計画では、重点施策が 31 項目あるため、すべて

に参加することは難しい。そのため自分たちがどこに関わり、参加できるかを考えてい

きたいと思う。 

防犯のまちづくりにかかわる 21 のアクションということで、他の有識者とともに、



21 項目の防犯ピクトを作成した。個人や家族、地域、町ぐるみで取り組むものなど様々

なフェーズがあり、それぞれが関連しあって防犯ピクトは成り立っている。 

防犯カメラは防犯対策として効果的だが、あくまで防犯対策の一部である。大府市役

所の近くに地下道があるが、児童の絵が描かれていて整備されている。このように美し

く整備されていると、住民の関心の目がいき、関心がいかない道路や場所があると、自

然と荒廃して犯罪がおきやすくなる。壁をきれいにしたり、楽しげな絵を描いたりする

ことは、一見防犯に関係がないように感じるが、効果的な防犯対策となる。 

防犯というと監視するというイメージがあるが、監視だけではなく、見守りの目を持

つことが大切である。見守りの目を持つことで、近所に住む高齢者やこどもの、いつも

と違った変化に気づくことができるかもしれない。犬の散歩をしながらなど、何かをし

ながら気軽に見守り活動をすることが防犯対策になる。ながら見守りが何重にも重ねる

ことで、より効果が上がるため、ぜひ気軽な気持ちで取り組んでいただきたい。 

次に、市役所、警察、市民、学校などが抱える課題や関係性を、防犯のまちづくりイ

シューマップに落とし込んだものを紹介する。防犯のまちづくりの課題は、様々な関係

性を持っており、それらを１つずつ読み解くことで「どこに障壁があるのか」、「何が原

因で何が起こるのか」を考えることが重要となる。 

例えば、大府市の特徴の１つとして「立地の良さ、交通の利便性」があるが、これに

より「犯罪者が来やすくなる」等のマイナス点が出てくる。また、自転車の盗難などの

ふとしたはずみの犯罪である「機会犯罪」については、行政が今まで取り組んできたよ

うな啓発や、年齢に応じた教育が対策として大事になってくる。 

今後、海外にルーツを持つこどもへの対応について考える必要がある。日本語が不自

由なこどもの中退率の高さや、中退後の就職問題などが課題としてあるが、解決するた

めには、いかに学校に繋ぎとめ、学ぶことの楽しさを教えて仲間を増やすことが大切で

ある。頼ることができる相手がいないと、不良行為や非行、最終的に犯罪に手を染めて

しまうことに繋がる。 

防犯を単にパトロールをするなど、一つに限るのではなく、幅を広げて考えることが

重要である。過度に責任感を持つのではなく、お互いに気軽に見守れる地域づくりを進

めていくことが良いと思う。 

以上 

  

 


